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o稲作依存度が非常に高い

●担い手農業者が減少している

●小区画で水の便が悪い

●農地の集積が進まず、作業効率が悪い

将来の地域農業を担う農業者の育成が急務

手法

　　　　　　　　　　　担い手蕎成
、農業墓盤整備　　　　　　　～認建農業者制慶活鯛一

●大区画ほ場整備　　　　　　　　　　○農地・農作業集積

●大型共麟鵬施設　　リンク　◎懸讐を
　　　　　　　　　　　中心としだ組織総
　　　　　　　↓

　　　魅力ある農業・農村の実現

実現には、地域・集落での話し合いが重要

屡
場
整
備
事
業
）
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農縮業を託該
（耕趨、伐がき、田植、収穫）

自柞i地

拡弐
賃借権

拡太

A
　／

B C

農地集積の手法

羅薗樵地の擁i爽

2賃借権の擁爽
3繹業面積の

　　　　拡i爽

　3方法の組み合わせ
により、地域の担い手
農家または生産組織等
に農地・農作業を集積
する方法を十分検討す
る必要があります。
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担
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育
成
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盤
整

　
備
事
業

内
容
“
大
区
画
ほ
場
整
備

　
　
　
　
（
標
準
区
画
5
0
a
）

担い手

鴨

（
o
職
1

　　→　　区1
図
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（20％以上U　P）

名
称
”
担
い
手
育
成
農
地
集

　
積
事
業

内
容
二
定
の
要
件
を
満
た

　
す
こ
と
に
よ
り
受
益
者
負

　
担
の
う
ち
6
6
・
6
％
が
無

　
利
子
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

地
屡
悪
特
建
麟
謎
類
糧
験

緩
農
家
臨
翻
ぽ
場
整
備
事

業
艶
了
後
、
事
業
蔚
儀
箆

織
経
嘗
面
積
翻
麗
騰
以
圭

贈
繍
輩
蕎
護
と
騰
墓
幹
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　規模縮小農家（出し手農家）が農地を農業公社に

借し付け、農業公社から受け取る小作料一括前払い

金で土地改良負担金を支払うシステム（小作料一括

前払いシステム）を活用することにより、出し手農

家の負担を軽減（直接の負担を伴わずに、あるいは

ごく少額の負担で事業に参加）し、事業の円滑な推

進を図る仕組みです。

小作料一括前払いシステムのしくみ

規模縮購

　　　　一．農　　　家　負担金支払い

　　　　義務の軽減

餐縫欝繋

　　↑
　　　負担金の
　　　支払い

畿還醗叢鷹
　　　　　　　　　　農
　　τ
　　　小作料
　　　一括前払い

i農蜷裸講　　農地の貸付契約

　より質の高い担い手への利用集積を促進するとと

もに、事業実施中の早い段階からの利用集積を誘導

するため、長期の利用権等の設定やほ場の連担化の

達成度合いに応じて、促進費を交付するものです。

　具体的には、下表に示した各要件（連担化要件、

利用権等要件）を満たす場合に、表に示す交付割合

を基本に促進費を交付します。

促進費の加算割合

規糠撚鑑

　　蒙

農地の借り入れ契約
小作料年払い

①規模縮小農家（出し手農家）は、農地保有合理化法人（農

　業公社）に対して農地を貸し出します。

②例えば、10年間の契約であった場合、10年分の小作料が
　規模縮少農家ではなく、土地改良区へ一括交付されます。

③土地改良区は、これを出し手農家の土地改良負担金分と

　して都道府県への支払い等に充当します。

④農業公社は、その農地を規模拡大農家に貸し出し、当該

　規模拡大農家は、毎年小作料を支払います。

纐算獲國 翻駕権讐纐糞 達幾茶㈱臼算

基幹工種実施済み区域に 基幹工種実施済み区

要　　件
係る前年度の3年以上の
利用権等設定率（α）が5

域に係る連担化率が
実施前より20％以上

％以上 の増加

5≦α＜10 0．50％
10≦α＜15 0．83％

15≦α＜20 L16％
交付割合 20≦α＜25 1．50％ 2．50％

25≦α＜30 1．83％

30≦α＜35 2．16％

35≦α 2．50％

※注①「基幹工種実施済み区域」とは、区画整理等の基幹工

　　種の工事が実施された区域を示します。
　②「利用権等」とは、所有権移転、利用権設定、基幹3
　　作業以上の農作業受託のことを示します。
　③「連担化率」とは、基幹工種実施済み区域に占める担
　　い手が経営する（基幹3作業以上の農作業受託も含む）
　　2ha以上の連担団地の面積の割合のことです。
　④促進費交付の対象となる事業費は、利用権等加算は前
　　年度までの累計事業費、連担化加算は前年度の事業費
　　です。
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前
回
は
、
「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」
が

全
員
参
加
で
、
十
日
町
圏
域
の
み
ん
な
で
作
り
上
げ
て
い

く
事
業
で
あ
る
こ
と
と
、
柱
と
な
る
四
つ
の
事
業
に
つ
い

て
簡
単
に
お
話
し
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
柱
と
な
る
四
つ

の
事
業
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

妻
有
郷
8
万
人
の

　
　
ス
テ
キ
発
見
（
仮
称
）

　
こ
の
事
業
で
は
、
妻
有
郷
の
魅
力

を
再
発
見
す
る
た
め
、
一
般
公
募
に

よ
る
写
真
を
中
心
に
し
た
コ
ン
テ
ス

ト
を
平
成
1
0
年
度
に
実
施
し
ま
す
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て
、
妻
有

郷
の
歴
史
や
風
土
、
文
化
や
自
然
の

美
し
さ
・
魅
力
を
あ
ら
た
め
て
見
直

し
、
そ
し
て
私
た
ち
自
身
が
ふ
る
さ

と
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
再
認
識
し
、

地
域
に
住
む
人
た
ち
全
員
で
「
妻
有

の
ス
テ
キ
」
を
世
界
に
向
け
て
ア
ピ

ー
ル
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
地
域
の
自
然
、
風
景
、

文
化
、
伝
統
、
風
習
、
日
常
生
活
な
，

ど
の
中
か
ら
様
々
な
魅
力
を
発
見
し

て
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
も
ら
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
様
々
な
物
産

や
資
源
を
ア
イ
デ
ィ
ア
豊
か
な
入
賞

者
へ
の
賞
品
と
し
て
用
意
す
る
こ
と

で
、
こ
の
地
域
の
魅
力
を
内
外
に
発

信
し
ま
す
。

　
審
査
は
写
真
の
専
門
家
を
は
じ
め
、

妻
有
の
応
援
団
と
し
て
各
分
野
か
ら

集
ま
っ
た
著
名
人
が
行
い
ま
す
。
ま

た
、
コ
ン
テ
ス
ト
ヘ
の
応
募
を
通
し

て
来
訪
者
の
増
加
が
期
待
で
き
る
と

と
も
に
、
発
見
さ
れ
た
ス
テ
キ
は
こ

の
地
域
の
財
産
目
録
と
し
て
活
用
し

ま
す
。

　
ま
た
、
「
ス
テ
キ
発
見
」
は
、
「
大

地
の
芸
術
祭
」
を
十
日
町
圏
域
の
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
た
め

の
準
備
事
業
で
あ
り
、
今
後
の
イ
ベ

ン
ト
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
え
る
と

と
も
に
、
圏
域
市
町
村
の
理
解
や
結

束
力
、
連
帯
感
を
強
化
す
る
も
の
で

す
。

大
地
の
芸
術
祭

（
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
）

　
妻
有
郷
の
豊
か
で
美
し
い
自
然
を

舞
台
に
し
て
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
野
外
芸
術
祭
を
3

年
ご
と
に
開
催
し
ま
す
。
第
1
回
は

平
成
1
2
年
（
西
暦
2
0
0
0
年
）
に

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
域
組
織
で

取
り
組
ま
れ
る
野
外
芸
術
祭
は
、
日

本
で
は
初
め
て
で
す
。

　
参
加
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
妻

有
の
自
然
や
生
態
環
境
を
生
か
し
、

環
境
と
景
観
を
整
え
、
人
間
と
自
然

の
新
た
な
交
流
を
生
み
出
す
よ
う
な

芸
術
作
品
を
創
造
し
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
地
域
が
持
っ
て
い
る
大
自
然
の

魅
力
と
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
自
然

豊
か
な
妻
有
郷
の
イ
メ
ー
ジ
を
世
界

に
向
け
て
発
信
し
ま
す
。

　
「
大
地
の
芸
術
祭
」
は
、
各
市
町

村
の
「
個
別
ス
テ
ー
ジ
」
や
「
交
流

の
道
」
な
ど
の
整
備
と
連
携
し
て
実

施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
芸
術
祭
の
開

催
は
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、
景

観
や
環
境
の
質
を
高
め
る
と
と
も
に
、

国
際
交
流
や
地
域
の
話
題
づ
く
り
、

芸
術
と
地
場
産
業
の
タ
イ
ア
ッ
プ
、

新
し
い
産
業
の
創
造
、
情
操
教
育
の

場
の
創
出
な
ど
様
々
な
可
能
性
を
持

っ
て
い
ま
す
。

自
然
体
感
型
ふ
れ
あ
い

　
文
化
施
設
（
ス
テ
ー
ジ
）

　
こ
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
圏
域
を
構
成

す
る
6
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に
整
備
さ

れ
る
地
域
の
核
施
設
で
す
。
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
施
設
が
異
な
る
テ

ー
マ
ご
と
に
建
設
さ
れ
、
住
民
の
誇

り
と
圏
域
の
個
性
に
つ
な
が
る
美
し

い
環
境
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
は
機
能
を
分
担

し
、
周
辺
の
既
存
施
設
と
連
携
し
な

が
ら
、
広
域
全
体
で
様
々
な
文
化
行

事
な
ど
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
、

総
合
的
な
情
報
発
信
を
し
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
は
、
妻
有
の
文
化
・
歴

史
．
自
然
な
ど
を
体
験
し
、
遊
び
、

学
ぶ
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
未
来
の

人
材
を
生
み
育
て
る
場
で
す
。
そ
こ

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
の
も
と

に
個
性
豊
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意

さ
れ
、
新
し
い
経
験
と
感
性
が
培
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
憩
い
と
コ

、
、
＼
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の

役
割
も
担
い
ま
す
。

　
各
ス
テ
ー
ジ
と
も
、
地
域
固
有
の

資
源
や
既
存
施
設
を
活
用
し
て
、
広

域
の
連
携
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

テ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
を
行
い

ま
す
。

交
流
の
道

　
十
日
町
広
域
圏
は
、
7
2
、
6
0

0
診
と
い
う
広
大
な
面
積
を
有
し
て

い
ま
す
。
こ
の
地
域
に
一
体
感
を
持

た
せ
、
広
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
強
み

を
十
分
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
各
市
町

村
で
行
わ
れ
て
い
る
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
と
連
動
さ
せ
、
市
町
村
を
結

ぶ
幹
線
道
路
の
沿
道
を
花
で
飾
る
「
花

の
道
」
を
実
現
し
ま
す
。
こ
の
運
動

は
住
民
の
全
員
参
加
で
行
わ
れ
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
各
市
町
村
の
ス
テ
ー
ジ
を

つ
な
ぐ
新
し
い
ネ
ッ
ワ
ー
ク
「
情
報

の
道
」
や
、
河
川
景
観
の
修
景
も
視

野
に
入
れ
た
「
水
辺
の
道
」
の
整
備

も
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
「
道
」
で

は
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た
特
色
あ

る
ル
ー
ト
づ
く
り
や
、
案
内
表
示
の

整
備
、
橋
の
デ
ザ
イ
ン
化
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
「
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」

で
は
こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
か
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
祭
や

行
事
な
ど
と
連
携
し
て
、
各
市
町
村

の
ス
テ
ー
ジ
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
構
想
は
約
1
0
年
問
か

け
て
行
わ
れ
る
計
画
と
な
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
よ
り
多
く
の
圏

域
住
民
か
ら
関
わ
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
基
本
方
針
を
持
っ
て
い
ま
す
。
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こ利用ください！

　ほく線高架下駐車場

　昨年の11月下旬から工事を進めてき

た「ほくほく線」高架下駐車場が完成

し、2月1日から利用できます。

　この工事はいつも満車状態となって

いる現在の駐車スペースの拡大と、高

架下の有効活用を図るため、総工事費

約1，400万円（商工観光施設整備事業県

補助金560万円含む）をかけて完成した

ものです。高架下駐車場の駐車可能台

数は約35台で、現在の駐車場と合わせ

約90台の駐車スペースが確保されまし

た。

　駐車場の利用は「ほくほく線」「飯山

線」利用者が対象です。それ以外の方

は駐車しないようにしてください。鉄

道利用者が大変迷惑をしています。ま

た、除雪をする関係がありますので、

夜間の駐車はご遠慮ください。

中村元北越保育園長に
　　　　　勲五等瑞室章

　中村さんは昭和18年5月から終戦後

の食糧事情が厳しい中、春・秋の農繁

期に託児所を開設して保育事業を開始。

昭和30年4月には私立北越保育園を開

設して初代園長に就任しました。その

後、昭和52年5月には㈹北越保育園を

設立して初代園長に就任し、以来平成

2年3月に園長を退任するまで、生涯

人づくりという哲学に立って多くの幼

い子供たちの育成に人生のすべてを注

ぎました。

　また、昭和40年から46年まで民生委

員・児童委員を、平成元年から3年ま

で十日町市社会福祉協議会の理事とし

て児童福祉・高齢福祉など市の社会福

祉の向上に貢献されました。

　叙勲の伝達は1月14日㈱、県庁にお

いて行われました。

子供たちに漢方の名医
　榴堂の心を伝えたい

　「十日町市の次代を担う子供たちの、

ふるさと教育の副読本として役立てて

ください」。12月18日㈲、教育長室にお

いて、樋口熊蔵・樒堂会会長が生越教

育長に『漫画尾台椿堂物語』を寄贈し

ました。

　尾台樒堂は中条で生まれ、漢方の巨

星として幕末将軍・徳川家持の侍医と

して活躍し、現代漢方医学の祖と賞賛

される名医です。この物語は、人を愛

し、ふるさとを愛し、仕事を愛し続け

た椿堂の生き様や功績を通して、子供

たちに心を大きく豊かに育んでもらお

うと作られたものです。

　平成6年には市内の全小学校高学年

と中学生に配布されましたが、今回は

その時対象になっていなかった全中学

1年生548人に贈られました。

第2回スノーチュービング日本選手権大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛儀難癒．」　會鼎饗条一．
　　　　　　開催種目

糞タイムドライアル部門
　男藩・女藩・類学生の部、個入種冒

　200mのスぽ一ドコース

　　　あなたもスピードと体力に挑戦／

糞蝶フ黙一マンス部門
　牲別・年齢制隈なし。団体参加可。

　仮装糠パヲ躰一マンスの

　　　　　　「うけ」が勝負／

會チューブに乗って雪のコースを

　滑り降りるだけ
會子供から大人までだれでも簡単
　に楽しめる
會あなたもチューブに乗ってチャ

　レンジしませんか／

1〉主催　第2回スノーチュービング日本選手権大会実行委員会
　　　　（あてまフォーラム、㈱当間高原リゾート、のぞみの郷新墾会）

〉お問い合わせ・資料請求・申し込み先（事務局）
　　　〒948－8501新潟県十日町市千歳町3丁目　十日町市役所リゾート推進室

　　　TEL　O257－57－3111（内線）204・205　FAX　O257－52－4635

5F　平成10年1月25日号



TOKAMACHI
まちの声　みんなの声

　　　　　　霧
　　　　灘　　　欝

　　霧

　　　

　鵜轍

　雛懸
ロ友一さん・光江さん（袋町中）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
懸

　
ち
ん
こ
ろ
作
り
は
私
た
ち
で
3
代
目
に

な
り
ま
す
。
我
が
家
で
は
、
初
代
の
関
口

仙
蔵
が
明
治
の
中
ご
ろ
に
ち
ん
こ
ろ
作
り

を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
も
毎
年
1
2

月
に
米
の
粉
を
ひ
い
て
準
備
を
始
め
、
お

正
月
の
6
日
こ
ろ
か
ら
節
季
市
最
終
日
の

前
々
日
（
今
月
2
3
日
）
ま
で
ち
ん
こ
ろ
作

り
を
行
い
ま
す
。

　
現
在
は
私
た
ち
2
人
と
息
子
夫
婦
、
そ

れ
に
孫
2
人
に
息
子
の
姉
と
親
の
総
勢
8

人
で
ち
ん
こ
ろ
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
多
い
日
に
は
一
晩
で
2
5
0
個
、
節

季
市
全
体
で
は
2
千
個
以
上
の
ち
ん
こ
ろ

を
作
る
ん
で
す
よ
。
ち
ん
こ
ろ
を
作
れ
る

　　　　　　　●

今月のテーマは、

「十日町の冬の風物詩、節季市」です。

　　一「雪像づくりにかける人」

　日本海側を代表する冬の一大イベン

ト、第49回十日町雪まつりが2月20日

から3日間開催されます。次回は雪ま

つりの雪像制作に燃える人たちの声を

拾います。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、住

　所、電話番号だけは明記してください。

◆送付先　2月10日㈹までに企画人事

　課広報広聴係（〒948－8501十日町市

　千歳町3－3　智57－3m内線213）

ち
ん
こ
ろ
に
温
か
な
思
い
を
込
め
て

人
は
今
も
市
内
に
い
る
の
で
す
が
、
節
季

市
に
出
店
し
て
い
る
の
は
我
が
家
だ
け
で

す
。
私
た
ち
の
作
る
ち
ん
こ
ろ
に
は
、
俵

と
ね
ず
み
、
い
ぬ
ま
り
、
ね
こ
鯛
、
う
さ

ぎ
の
餅
つ
き
、
花
と
い
っ
た
代
表
的
な
も

の
を
は
じ
め
、
干
支
の
寅
な
ど
様
々
な
種

類
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
ち
ん
こ

ろ
も
作
り
手
に
よ
っ
て
顔
や
表
情
が
違
い

ま
す
。
家
族
み
ん
な
の
作
っ
た
そ
れ
ぞ
れ

の
表
情
を
比
べ
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

私
も
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
親
の
手
伝
い
で
作

品
を
作
り
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
5
代

目
に
あ
た
る
孫
が
同
じ
よ
う
に
ち
ん
こ
ろ

作
り
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
親
か
ら
子
に
引
き
継
が
れ

る
ち
ん
こ
ろ
は
、
お
よ
そ
9
0
年
前
の
明
治

中
ご
ろ
に
誕
生
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

酒
造
所
で
杜
氏
が
蒸
し
米
を
ひ
ね
っ
て
子

供
の
形
を
作
っ
て
い
た
の
を
ま
ね
て
、
節

季
市
に
出
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
今

で
は
縁
起
物
と
し
て
、
市
内
を
は
じ
め
県

内
外
か
ら
ち
ん
こ
ろ
を
求
め
て
節
季
市
に

足
を
運
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
ん
こ
ろ
の
原
料
は
米
の
粉
な
の
で
湿

気
が
あ
る
と
す
ぐ
に
カ
ビ
が
生
え
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
入
れ

て
も
ら
え
れ
ば
、
ち
ん
こ
ろ
を
1
0
年
以
上

も
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち

が
作
っ
た
小
さ
な
ち
ん
こ
ろ
に
は
、
春
を

待
つ
雪
国
の
人
々
の
温
か
な
気
持
ち
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
雪
国
妻
有
で
生
ま
れ

た
小
さ
な
ち
ん
こ
ろ
を
、
よ
り
多
く
の
人

か
ら
可
愛
が
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
な
が
ら

こ
れ
か
ら
も
作
り
続
け
ま
す
。

雛
難

　
　
纒

鱗
・
響

　
　
　
　
　
ゑ

，

譲
“

　
　
　
　
　
懲
・
．

　
　
　
　
　
　
幾
熱

　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
螺
灘
魂

愛らしいちんころたち

⑳　　いちぱんいいて

東京都練馬区春日町3－7－13（松之山町出身・70歳）

村山　　巌さん
（大好き十日町会会員）

蕪

　
昨
年
3
月
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
開
通
。
そ
の

日
の
電
車
に
乗
り
合
わ
せ
た
私
は
、
少
年
の
こ

ろ
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
4
年
生
の
こ
ろ
、
私
は
川
原
町
の
来

迎
寺
の
隠
寮
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ぢ

見
下
ろ
す
景
色
は
、
四
季
折
々
に
美
し
い
も
の

で
し
た
。
あ
る
と
き
千
手
の
方
か
ら
巨
大
な
鉄

塔
が
建
ち
始
め
、
問
も
な
く
キ
ッ
パ
ッ
ト
ウ
の

山
の
麓
に
ま
で
達
し
ま
し
た
。
秋
が
過
ぎ
雪
が

降
り
、
と
う
と
う
キ
ッ
パ
ッ
ト
ウ
の
前
山
の
頂

上
に
一
の
塔
が
建
ち
上
が
り
、
休
む
問
も
な
く

工
事
は
山
の
奥
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
雪
が
消
え
る
と
、
私
た
ち
は
キ
ッ
パ
ッ
ト
ウ

の
山
に
駆
け
登
り
ま
し
た
。
鉄
塔
を
一
つ
二
つ

と
数
え
、
腕
白
小
僧
は
ど
ん
ど
ん
登
っ
て
行
き

ま
し
た
。
と
う
と
う
行
き
止
ま
り
に
な
り
ま
し

た
が
、
鉄
塔
は
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
を
伝
っ
て
行
け
ば
東
京
だ
」
だ
れ
も

ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
東
京
の
空
に
向
か
っ
て
、

淡
い
あ
こ
が
れ
を
抱
い
て
た
た
ず
ん
だ
も
の
で

す
。
見
上
げ
る
と
太
い
電
線
が
「
グ
ォ
ー
ン
」

と
大
き
な
風
鳴
り
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。
「
東
京

ま
で
聞
こ
え
る
べ
か
ね
」
「
東
京
の
音
が
伝
わ
っ

て
き
て
ら
ん
だ
ね
え
か
の
」
。
ガ
ヤ
ガ
ヤ
話
し
て

い
る
中
で
、
私
は
電
線
が
リ
フ
ト
に
な
っ
て
人

や
物
が
ど
ん
ど
ん
運
ば
れ
て
く
る
幻
想
に
と
り

つ
か
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
か
十
日
町
駅
は
立
派
な

2
階
建
て
に
な
っ
て
い
て
、
東
京
か
ら
の
お
客

様
が
乗
り
降
り
し
て
い
ま
す
。
幻
想
は
果
て
し

な
く
膨
ら
み
ま
し
た
。

　
私
の
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の
芽
生
え
で
す
。
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齋木與吉さん（南鐙坂）

　
竹
細
工
を
始
め
た
の
は
1
3
歳
、
小
学
校

を
卒
業
し
て
す
ぐ
の
こ
と
で
す
。
そ
の
き

っ
か
け
は
「
手
に
職
を
つ
け
た
ほ
う
が
よ

い
」
と
い
う
兄
の
勧
め
で
し
た
。
竹
細
工

も
一
人
前
に
な
る
に
は
相
当
の
時
間
が
必

要
で
す
。
竹
を
均
一
に
割
る
だ
け
で
3
年

の
修
行
を
要
し
ま
す
。
現
在
7
6
歳
の
私
は
、

途
中
兵
隊
に
行
く
な
ど
し
ま
し
た
が
、
通

算
で
6
0
年
ほ
ど
竹
細
工
を
作
り
続
け
て
い

ま
す
。

　
今
は
家
族
と
一
緒
に
一
冬
で
4
0
Q
個

ほ
ど
の
竹
細
工
を
作
り
、
そ
れ
を
節
季
市

竹
細
工
の
風
情
を
後
世
に
残
し
た
い

と
雪
ま
つ
り
、
塩
沢
の
農
具
市
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
作
品
は
果
物
か
ご
、

手
か
ご
、
花
か
ご
、
背
負
い
か
ご
、
は
け

ご
（
び
く
）
、
豆
通
し
、
も
ち
目
皿
、
す
い

の
う
（
す
く
い
上
げ
る
道
具
）
な
ど
で
す
。

現
在
で
も
節
季
市
に
は
鐙
坂
の
人
4
～
5

人
が
出
店
し
て
い
ま
す
が
、
昔
に
比
べ
る

と
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
。

　
竹
に
は
不
思
議
な
性
質
が
あ
り
6
0
年
に

一
度
、
黒
紫
色
の
花
を
付
け
る
と
そ
の
竹

林
は
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。
南
北
鐙
坂
の

入
会
林
に
も
竹
が
繁
茂
し
て
い
た
の
で
す

が
、
1
5
年
ほ
ど
前
に
花
が
咲
き
、
今
で
は
全

ぐ
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
現
在
は
飯
山
営

林
署
の
許
可
を
も
ら
っ
て
、
苗
場
山
や
妙

法
牧
場
付
近
の
沢
か
ら
竹
を
調
達
し
て
い

ま
す
。
竹
は
ー
～
3
年
目
の
竹
を
1
0
月
下

旬
か
ら
2
0
日
間
か
け
て
9
千
本
を
切
り
出

し
ま
す
。
竹
を
加
工
す
る
に
は
晩
秋
の
実

の
入
っ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
竹
細
工
に
は
自
然
な
青
み
が
あ
り
、
花

を
生
け
て
も
夏
は
涼
し
く
、
風
通
し
が
よ

い
た
め
蒸
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
竹
細
工
の

風
情
を
後
世
に
残
し
た
い
と
、
私
も
こ
れ

ま
で
1
5
人
く
ら
い
に
技
を
伝
え
ま
し
た
が
、

彼
ら
の
す
べ
て
が
勤
め
人
に
な
っ
て
い
ま

す
。
時
代
の
流
れ
で
や
む
を
え
な
い
の
で

し
ょ
う
が
、
素
朴
な
伝
統
工
芸
を
次
代
が

引
き
継
い
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。長年の技で作り上げた竹細工

吉
霧差グh

ヴー

グ
㊥

叢

ぬ
　盤灘

，
騰

自　　宅の牛乳配達の会社に勤めてまる4年が
　　過ぎようとしています。毎朝5時半に起

き、7時までに朝の配達を終えます。市内を

はじめ、遠くは中里村から川西町まで自動車

で回るのですが、車窓から見る夜空や日の出

に季節の移り変わりを感じます。夜空は夏よ

りも冬が断然きれいですね。この仕事を始め

てからは、不思議と目覚まし時計がなくても

起きられるようになりました。

趣　　味は読書です。読む時には1日に文庫本
　　を3冊ほど読破します。ジャンルはS　F

や推理小説をはじめ幅広く、田中芳樹や栗本

薫の作品が気に入っています。ついつい夜中

まで読みふけることもありますが、仕事柄夜

ふかしは禁物。市内の本屋にもよく行きます

が、もっと多くの品揃えがほしいですね。岩

波文庫を置いていない店が大半です。

盲校時代の同級生の中にこの春大学を卒業
同し、地元に戻ってくる友人がいます。彼ら

と再び会えるのを楽しみにしているんですよ。

※簿記1級、さらに税理士にも挑戦したいという佐藤さん

の紹介で、次回は大津芽久美さんにバトンタッチ。

　　　〆　　　静碑

δノノト　輔縛〆蝿．〆

、》9晩

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

智
0
3
－
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

ゆ
き
ぐ
に
東
京

　
　
　
　
　
し
ろ
い
銀
座

　
銀
座
中
央
通
・
晴
海
通
で
は
ク

リ
ス
マ
ス
が
過
ぎ
た
1
2
月
2
6
日
か

ら
、
通
り
に
国
旗
を
掲
げ
正
月
を

迎
え
ま
す
。
雪
の
な
い
穏
や
か
な

正
月
を
十
日
町
で
過
ご
し
、
東
京

に
戻
る
と
8
日
㈲
正
午
か
ら
雪
が

降
り
始
め
ま
し
た
。
そ
の
混
乱
の

様
子
は
ニ
ュ
ー
ス
で
ご
承
知
と
思

い
ま
す
。
そ
の
雪
が
融
け
る
間
も

な
く
、
1
2
日
㈲
に
も
降
雪
が
あ
り
、

そ
し
て
成
人
の
日
の
1
5
日
㈲
の
未

明
か
ら
盛
ん
に
降
り
続
い
て
ま
す
。

冬
晴
れ
の
東
京
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

に
馴
染
ま
な
い
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　
雪
で
電
車
が
止
ま
っ
た
こ
と
で

駅
員
に
抗
議
し
て
い
る
様
子
が
報

道
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
い
か
が

な
も
の
で
し
ょ
う
。
極
め
て
稀
な

現
象
に
対
し
て
も
、
そ
こ
ま
で
の

サ
ー
ビ
ス
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
料
金
に
跳

ね
返
る
こ
と
に
な
る
の
を
思
う
と

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
1
月
1
4
日
㈱
に
、
千
代

田
区
平
河
町
で
都
市
東
京
事
務
所

長
会
主
催
の
職
員
交
流
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
総
勢
2
5
0
人
の
盛

大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
都
市
東

京
事
務
所
長
会
は
、
各
都
市
の
東

京
事
務
所
長
で
構
成
す
る
、
情
報

交
換
と
研
修
な
ど
を
目
的
に
結
成

さ
れ
た
会
で
す
。
現
在
、
7
3
都
市

と
5
道
府
県
の
市
長
会
が
メ
ン
バ

ー
で
す
。
北
海
道
や
沖
縄
県
な
ど

の
遠
隔
都
市
が
多
い
で
す
が
、
近

く
は
千
葉
市
、
川
崎
市
、
相
模
原

市
な
ど
が
い
ま
す
。
年
々
増
加
す

る
よ
う
で
す
。
県
内
で
は
上
越
市
、

相
川
町
、
中
条
町
、
松
之
山
町
そ

し
て
十
日
町
市
の
五
市
町
が
東
京

に
事
務
所
を
構
え
て
い
ま
す
。

　
間
も
な
く
雪
ま
つ
り
で
す
が
、

葛
飾
区
の
大
好
き
十
日
町
会
の

方
々
約
2
5
人
が
自
ら
バ
ス
を
仕
立

て
て
訪
れ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
方
々

は
季
節
の
折
々
に
十
日
町
に
き
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
元
で
大

い
に
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
事
務
所
と
し
て
も
、

大
好
き
十
日
町
会
や
関
係
各
位
の

ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今

年
は
広
く
葛
飾
の
方
々
と
交
流
す

る
き
っ
か
け
を
つ
か
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

平成10年1月25日号7



相談コーナー

①定例行政相談　　　　2月13日樹

②交通事故相談　　　　2月9日（月）

③巡回内職相談　　　　2月20日團

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
職
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法
2

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤

か
け
ま
せ
ん
か

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

笏
日
時
H
2
月
5
日
㈲
・
1
9
日
㈱
午
前
9

時
3
0
分
～
11
時
3
0
分
笏
場
所
H
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
笏
問
合
せ
U
健
康
福
祉
課
児
童

家
庭
係
へ
。
※
お
も
ち
ゃ
の
修
理
や
子
供

た
ち
と
遊
ん
で
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

第
2
回
染
織
作
品
展

テ
ク
ナ
・
コ
ン
ク
ラ
ー
べ

笏
日
時
H
2
月
2
1
日
ω
・
2
2
日
㈲
午
前
1
0

時
～
午
後
6
時
（
2
2
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

纏
場
所
ロ
県
立
十
日
町
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
学
校
町
1
）
雛
入
場
料
U
無
料
笏
内
容

判
織
物
、
染
物
、
図
案
、
絵
画
、
版
画
、

写
真
な
ど
の
展
示
霧
間
合
せ
H
県
立
十
日

士
士
　
　
　
　
。

護
護
　
　
　
約

弁
弁
時
室
予

雛
講
瀬

高
畑
～
市
活

　
　
　
分
所
生

㈲
㈱
3
0
役
民

12

26

1
：
で

　
　
　
後
場
話

　
　
　
午
会
電

町
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
智
5
7
i
1
1
0
5
）

へ
。重
野
広
・
斎
木
文
夫
二
人
展

纏
日
時
H
1
月
31
日
出
～
2
月
8
日
㈲
午

前
9
時
～
午
後
9
時
3
0
分
（
最
終
日
は
午

後
5
時
ま
で
）
笏
場
所
H
公
民
館
本
館
ギ

ャ
ラ
リ
ー
笏
間
合
せ
“
公
民
館
本
館
（
盈

57
1
5
0
1
1
）
へ
。

◆
事
前
還
付
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
年
金
受
給
者
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
医
療

費
控
除
を
受
け
る
人
の
た
め
に
、
所
得
税

の
確
定
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
の
還
付
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
確
定
申
告
期
間
中

は
、
各
相
談
会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

笏
日
時
日
2
月
2
日
㈲
・
3
日
㈹
午
前
1
0

時
か
ら
と
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
の
各
2
回

笏
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
勿
持
参
す
る
物
H
共

通
”
①
印
鑑
②
筆
記
用
具
③
計
算
器
具
④

預
貯
金
の
口
座
番
号
が
分
か
る
書
類
、
年

金
受
給
者
の
人
”
①
年
金
の
源
泉
徴
収
票

②
年
金
以
外
の
収
入
が
あ
る
場
合
は
そ
の

所
得
金
額
が
分
か
る
書
類
③
各
種
保
険
料

控
除
証
明
書
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

“
①
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
②
医
療
費

の
領
収
書
・
証
明
書
笏
問
合
せ
H
十
日
町

税
務
所
（
盈
52
1
3
1
8
1
）
へ
。

◆
税
理
士
に
よ
る
還
付
申
告
無
料
相
談

　
事
前
に
電
話
連
絡
を
し
て
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

勿
日
時
H
2
月
1
0
日
㈹
∵
1
2
日
㈲
・
1
3
日

働
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

笏
連
絡
先

2／13働 2／12㈱ 2／1㈱ 相談臼

和宮
久内
井
工
孝

水中水高
落村落橋
　ヨ正シ雅
樹子史實

水中酒
落村井
信　　栄

市稔一

氏
名

本七

町軒

6町

高西寿美
爵寺町寄

2町23

寿西西

町嬬
2町2

駈
在
地

5252
1　　1

2　3
0　8
7　1
3　3

52575757
1　　1　　1　　1

3　8　2　8

945　7
2　845
12　8　0

575757
1　　1　　1

2　8　8

5　4　4

48　2
8　2　1

電
話

◆
児
童
手
当
を
ご
存
知
で
す
か
　
児
童
手

、
、
那
愚
　
．

　　蓬
嚢．

鰯

．
コ
ー
ゴ
ー

｝
ほ
く
ほ
く
線
⑳

、
開
通
後
は
じ
め
て
の
年
末
・
年
始

期
間
中
、
十
日
町
駅
で
は

　
　
　
　
終
日
混
雑
し
ま
し
た

　
今
年
の
年
末
・
年
始
は
1
2
月
2
6
日
～
1
月
4
日
ま
で
の
1
0
日
間
と
、
例

年
に
な
く
長
期
問
で
し
た
。
こ
の
期
問
中
の
十
日
町
駅
の
乗
降
客
数
は
1

1
、
6
1
0
人
（
降
車
6
、
0
5
0
人
、
乗
車
5
、
5
6
0
人
）
、
こ
の
う
ち

特
急
「
は
く
た
か
」
の
乗
降
客
数
も
2
、
3
4
5
人
（
降
車
1
、
3
3
0
人
、

乗
車
1
、
0
1
5
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
入
り
込
み
の
ピ
ー
ク
は
1
2
月
3
0
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
は
く
た
か
号
や

普
通
列
車
の
降
車
数
か
ら
み
る
と
、
既
に
1
2
月
2
6
日
か
ら
帰
省
が
始
ま
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。
U
タ
］
ン
は
1
月
2
日
か
ら
始
ま
り
、
1
月
4
日
が

ピ
ー
ク
で
し
た
。
ま
た
、
1
月
2
日
は
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
タ
イ
ミ
ン

グ
を
ず
ら
し
て
帰
省
し
た
お
客
様
の
入
り
込
み
と
、
早
め
に
U
タ
ー
ン
し

よ
う
と
い
う
お
客
様
が
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
改
札
口
や
ホ
ー
ム
で
は
夜

10

時
こ
ろ
ま
で
混
雑
し
ま
し
た
。

　
中
に
は
ゆ
っ
く
り
と
ふ
る
さ
と
で

正
月
を
過
ご
し
た
お
客
様
も
多
く
、

U
タ
ー
ン
は
1
0
日
こ
ろ
ま
で
続
き
ま

し
た
。
期
間
中
は
幸
運
に
も
天
候
に

恵
ま
れ
、
大
き
な
障
害
も
な
く
ス
ム

ー
ス
に
輸
送
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
2
月
に
は
十
日
町
市
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
「
雪
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
ほ
く
ほ
く
線
」
で
は
雪
ま
つ
り
期

間
中
、
多
く
の
臨
時
列
車
を
運
行
し

て
観
光
客
の
便
宜
を
図
る
予
定
で
す
。

臨
時
列
車
の
時
刻
表
は
、
雪
ま
つ
り

当
日
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

成9年度年末・年始における乗降客数
　　　　　　　　　　　　　　（十日町駅）

　　　　　　　　　　　　　　　　　1，285
　　　　　　　乗車　　　　　　　1，123

　　　　　　　950　　　　　　　ノノ●、一、　845
　　　　　　　．ノ　　　、一・、　　　　　78Z
　　　　　　ア　スノ　　　　　　ヤヤ

554　　5薯β／●　　　＼罪9
　り　　らの　　ノノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

461、　　　降車　　　λラ4、、liλ一一一a§8

　　347330326310　　318
　　　　　　　　　266

　　　　平

（人）

1，500

1，000

31　11　2　　3　　4
（水）　月（木）　（金）　（士）　（日

30
㈹

29
㈲

1226　　27　　　28
月③　（土）　（日）

500

0
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当
は
、
児
童
の
健
全
な
育
成
と
資
質
の
向

上
を
目
的
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
、
3
歳

未
満
の
児
童
を
育
成
し
、
前
年
の
所
得
が

　
一
定
末
満
の
人
に
対
し
、
申
請
し
た
翌
月

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
笏
受
給
手
続
き
H

受
給
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
で
、
ま

だ
児
童
手
当
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
次

の
も
の
を
持
参
し
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
①
健
康
保
険
証
②
印
鑑
③
養
育
者
（
父

親
）
の
口
座
が
分
か
る
も
の
（
公
務
員
・

教
員
は
各
所
属
庁
へ
申
請
）
笏
m
月
～
1

月
分
の
振
込
H
平
成
9
年
1
0
月
～
1
0
年
1

月
分
の
手
当
を
2
月
1
0
日
㈹
に
指
定
の
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪

籔
問
合
せ
月
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

◆
年
金
の
現
況
届
、
市
長
の
証
明
は
不
要

で
す
　
現
況
届
は
、
年
金
を
受
け
て
い
る

人
が
引
き
続
き
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
、
年
に
一
度
の

大
切
な
届
で
す
。
年
金
を
引
き
続
き
一
年

以
上
受
け
て
い
る
人
に
は
、
誕
生
月
の
初

旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
現
況
届
（
ハ
ガ
キ
）

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
現
況
届
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
押
印
し
た
う
え
で
切

手
を
は
っ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
の
1
月
か
ら
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
．
船
員
保
険
の
受
給
権
者
に
対
し
て
、

市
長
の
証
明
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、
年
金
の

支
払
い
が
一
時
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
誕

生
月
の
末
日
ま
で
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン

支
給
対
象

第
1
子
以
降

支
給
期
間

3
歳
未
満

支
給
金
額

（
月
額
）

第
1
子

5
、
0
0
0
円

第
2
子

5
、
0
0
0
円

第
3
子
以
降

1
0
、
0
0
0
円

タ
ー
に
必
ず
到
着
す
る
よ
う
に
投
函
し
ま

し
ょ
う
。
笏
問
合
せ
“
市
民
生
活
課
国
民

年
金
係
へ
。

◆
酒
害
の
相
談

笏
日
時
H
2
月
2
0
日
樹
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
笏
場
所
H
十
日
町
保
健
所
の
問
合
せ

H
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7
1
2
4
0
0
）

ま
た
は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
保
健
所
健
康
診
断

笏
日
時
H
2
月
1
2
日
㈲
午
後
－
時
3
0
分
～

3
時
傷
場
所
H
十
日
町
保
健
所
笏
担
当
医

”
石
川
医
師
（
津
南
病
院
）
笏
問
合
せ
H

十
日
町
保
健
所
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保
健

予
防
係
へ
。

◆
市
庁
舎
内
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
昨
年
、
庁
舎

内
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
、
階
段
回
り
の
改
修
工

事
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
騒
音
な
ど

で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
笏
工
事
期
問
H
1
月

19
日
㈲
～
3
月
2
0
日
働
笏
問
合
せ
“
健
康

福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
冬
期
間
の
体
育
施
設
の
駐
車
場
利
用
に

つ
い
て
お
願
い
　
①
除
雪
作
業
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
の
で
、
利
用
者
以
外
の
人
は
駐

車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
（
除
雪
作
業
時
に

は
車
の
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
）
。
②
駐
車

の
際
は
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
車
の
損

壊
な
ど
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
ゆ
め
わ
ざ
も
の
づ
く
り
支
援
補
助
金
・

第
1
次
募
集
（
締
切
は
2
月
1
6
日
㈲
）

①
ゆ
め
づ
く
り
支
援
補
助
金

　
新
た
な
事
業
展
開
へ
結
び
付
け
る
た
め

の
準
備
（
企
画
・
調
査
・
立
案
及
び
事
業

可
能
性
調
査
等
）
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
笏
募
集
件
数
H
7
件
程

度
笏
補
助
率
H
補
助
対
象
経
費
の
％
以
内

笏
補
助
金
額
H
5
0
万
円
～
1
0
0
万
円

②
わ
ざ
づ
く
り
支
援
補
助
金

　
従
来
に
な
い
新
し
い
技
術
の
研
究
開
発

に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

雛
募
集
件
数
H
1
8
件
程
度
笏
補
助
率
目
補

助
対
象
経
費
の
％
以
内
笏
補
助
金
額
H
3

0
0
万
円
～
2
千
万
円

③
も
の
づ
く
り
支
援
補
助
金

　
独
自
の
技
術
や
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
で
従

来
に
な
い
画
期
的
商
品
を
開
発
し
、
新
規

市
場
の
創
出
や
新
た
な
事
業
展
開
を
図
る

場
合
の
商
品
開
発
（
試
作
）
に
要
す
る
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
笏
募
集
件
数

H
4
件
程
度
鯵
補
助
率
H
補
助
対
象
経
費

の
％
以
内
笏
補
助
金
額
H
1
0
0
万
円
～

3
0
0
万
円

※
問
合
せ
H
新
潟
県
商
工
労
働
部
新
産
業

振
興
課
（
智
晒
－
旛
1
5
5
1
1
内
線
2

7
8
1
、
2
7
8
2
）
へ
。

◆
十
日
町
中
学
校
が
登
校
時
の
］
部
通
学

路
を
「
右
側
通
行
」
か
ら
「
左
側
通
行
」

に
変
更
し
ま
し
た

　
十
日
町
中
学
校
で
は
、
1
月
1
2
日
㈲
か

ら
十
日
町
警
察
署
、
市
教
育
委
員
会
の
措

導
と
了
解
を
得
て
、
一
部
の
通
学
区
問
を
、

「
右
側
通
行
」
か
ら
「
左
側
通
行
」
に
変

更
し
ま
し
た
。
学
校
で
も
生
徒
の
交
通
マ

ナ
ー
の
向
上
を
指
導
し
ま
す
の
で
、
運
転

⑳

ヘ
ル
パ
ー
日
記

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
仕
事

に
就
い
て
1
1
年
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
そ
し

て
別
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
心
に
残

る
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

■
中
心
地
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
S

さ
ん
は
9
6
歳
、
い
つ
も
一
人
で
寝

て
い
ま
し
た
。
息
子
さ
ん
に
先
立

た
れ
た
た
め
、
お
ば
あ
さ
ん
も
お

母
さ
ん
の
手
助
け
を
し
て
生
計
を

立
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

近
所
で
働
い
て
い
ま
す
。
し
か
た

な
く
一
人
で
い
て
、
週
何
回
か
の

ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問
を
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
仕
事
は
身
の
回
り
の
世
話

と
入
浴
介
助
で
し
た
。
入
浴
の
日

だ
け
は
お
ば
あ
さ
ん
が
家
に
い
て

く
れ
、
S
さ
ん
の
一
番
楽
し
み
な

日
で
す
。
入
浴
後
は
と
て
も
う
れ

し
そ
う
に
、
に
こ
に
こ
し
て
い
ま

す
。
「
お
ま
え
さ
ん
が
来
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、
こ
の
人
は
と
て

も
穏
や
か
に
な
っ
た
」
と
話
し
て

く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
望
み
は
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
目
覚
め
た
時
い
つ
も
そ

ば
に
い
て
あ
げ
た
い
こ
と
と
、
最

後
は
家
で
看
取
り
た
い
こ
と
で
し

た
。
寒
い
雪
の
日
、
二
人
に
見
守

ら
れ
眠
る
よ
う
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。
顔
は
と
て
も
穏
や
か
で
し
た
。

■
市
街
地
に
住
む
M
さ
ん
は
、
重

度
の
難
病
で
す
。
歩
け
な
く
な
る

こ
と
を
と
て
も
恐
れ
、
い
つ
も
ま

ず
歩
行
練
習
を
し
、
納
得
し
て
か

ら
で
な
い
と
次
の
行
動
に
移
れ
ま

せ
ん
。
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し

た
い
」
が
口
癖
で
し
た
。
病
状
が

進
ん
だ
あ
る
日
、
御
主
人
と
私
に

「
も
し
も
の
時
に
こ
の
箱
を
見
て

ね
」
と
言
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
苦
し
い
日
が
続
い
て
も

ぐ
ち
は
こ
ぼ
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
稲
穂
の
ゆ
れ
る
季
節
、
M

さ
ん
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

箱
の
中
身
は
額
入
り
写
真
に
黒
リ

ボ
ン
が
添
え
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

心
に
残
る
M
さ
ん
は
写
真
の
ま
ま

の
晴
れ
や
か
な
顔
で
す
。

　
多
く
の
人
た
ち
が
「
最
後
は
家

で
」
と
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。
私

た
ち
ヘ
ル
パ
ー
は
、
ほ
ん
の
少
し

の
お
手
伝
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、

苦
し
い
日
々
を
分
か
ち
合
い
と
も

に
過
ご
せ
る
こ
と
を
感
謝
し
、
心

の
支
え
に
し
な
が
ら
、
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成10年1月25日号9



手
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

御嶽山

叢曾1￥＼

市民体育館

　●

■
十
日
町
中
学
校

●青柳
たばこ店

◆
郵
便
局
モ
ニ
タ
ー
募
集

勿
募
集
人
数
H
男
“
3
7
人
、
女
“
7
5
人
笏

募
集
期
間
H
2
月
1
6
日
㈲
ま
で
笏
応
募
資

格
H
4
月
1
日
現
在
、
満
2
0
歳
以
上
の
人

勿
申
込
み
n
最
寄
り
の
郵
便
局
へ
。

◆
看
護
力
再
開
発
講
習
会
・
再
就
業
相
談

会
　
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
未
就
業

看
護
職
員
を
対
象
に
講
習
会
及
び
再
就
業

相
談
会
を
行
い
ま
す
。
笏
日
時
H
講
習
会

“
2
月
1
9
日
㈲
・
2
0
日
働
・
24
日
㈹
～
2
6

日
㈲
ま
で
の
5
日
間
、
再
就
業
相
談
会
”

2
月
2
6
日
午
後
1
時
～
3
時
笏
場
所
H
い

ず
れ
も
新
潟
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー
（
新

潟
市
）
縁
申
込
み
H
2
月
1
2
日
㈱
ま
で
に

新
潟
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
川
岸

町
2
－
n
費
幡
－
旛
ー
6
0
1
1
）
へ
。

◆
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習
会

笏
日
時
・
会
場
・
定
員

講
習
会
場

タ
チ
バ
ナ
ビ
ル
地
下
1
階
会
議
室

（
新
潟
市
東
大
通
2
～
2
～
1
8
）

期
騒

2
月
9
日
㈲
・
1
0
日
㈹

購
闘

9
“
00～
1
8
”
0
0

定
藁

50

人

勿
受
講
料
H
7
千
円
（
教
材
費
別
）
笏
申

込
み
H
㈹
日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会
新
潟
支
部

（
〒
蜘
1
0
0
8
2
新
潟
市
東
万
代
町
1

1
3
0
新
潟
東
万
代
ビ
ル
2
階
智
伽
－
踊
1

7
5
3
5
）
へ
。

◆
十
日
町
が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
ま
す

〈
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
・
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ

ン
ジ
～
雪
の
ち
ょ
う
こ
く
～
〉
笏
放
送
日

H
2
月
2
日
㈲
・
9
日
㈲
午
前
n
時
～
11

時
1
5
分
、
2
月
5
日
㈱
・
1
2
日
㈲
午
前
9

時
4
5
分
～
1
0
時
籔
内
容
“
十
日
町
小
学
校

2
年
生
の
雪
の
彫
刻
づ
く
り
（
小
学
2
年

生
向
け
「
生
活
科
」
教
育
番
組
）

加
し
ま
せ
ん
か

覇
雛
．

え
趨
ろ
ん

　
　
　
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

霧
日
時
・
内
容
H
2
月
1
0
日
㈹
“
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
に
愛
を
込
め
て
、
1
7
日
㈹
”

冬
を
あ
た
た
か
く
す
る
中
華
料
理
、
両
日

と
も
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時
3
0
分
霧

場
所
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
霧
参

加
費
H
5
百
円
綴
定
員
H
1
8
人
（
申
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）
霧
申
込
み
H
東
北

電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
智
5

2
1
3
1
0

7
）
へ
。

※歩行者も交通ルールを守りましょう
　冬は、雪や寒さで道路環境が夏場とまったく

違います。圧雪路や凍結路は、乾繰路に比べて

4～8倍滑りやすくなります。冬道の特殊性を

正しく理解し、安全な歩行や走行に努めましょ

う。冬道だからと安易に考えて交通ルールを無

視する人がいますが、大変危険な行為です。雪

道だからこそ、しっかりと交通ルールを守りま

しょう。

　また、ドライバーも歩行者も「雪道は滑る」

ということを十分認識し、お互いの立場になっ

て行動しましょう。

※踏切では、一時停止して一時停止して
　しっかり安全確認を／
踏切では、必ず窓を開け、左右

ましょう。

て麟帯’・の．騨ゆ．，＿へ

1鎧轄鰻＼4
『」

多
、5廉

O
監

　見通しの悪い

の安全確認をし

鋒つ1．∫

り

1・

o長時間の路上駐車はやめましょう

　通行者や除雪作業の支障になります。

○交通事故が発生したら直ちに警察署に届け出

　をしましょう。

　届け出が遅れたり、なかったりすると各種事

故証明や各種保険請求ができないことがありま

す。

（）累計12月中の交通事故発生状況

難　発盤鷲数 藁傷懸数 號嚢数

灘瞬職鮪
9年　　28（231） 30（270） 0（4）

8年　　24（251） 27（291） 2（6）

　
　
　
　
S

霧
t
難灘鍵灘

●

総
合
体
育
館
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
が

　
　
　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

今
年
は
総
合
体
育
館
が
お
も
し
ろ
い

　
”
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く

る
も
の
”
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
人

ひ
と
り
の
体
力
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

た
健
康
・
体
力
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
に
、
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
若
い
人
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、

中
・
高
年
齢
層
の
人
た
ち
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
・
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
、
心
身

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
総
合
体
育
館
で
は
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な

ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
充
実

と
、
皆
さ
ん
を
指
導
す
る
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
常
駐
し
ま
す
。
そ

し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
あ
な

た
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ニ
ュ

ー
を
提
供
す
る
な
ど
、
安
い
利
用

料
金
で
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
レ

ベ
ル
の
指
導
・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
あ
な
た
も
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
会
員
」
に
な
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
総
合
体
育
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
は
7
月
1
日
の
予
定
で

す
。　
ま
た
、
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

工
事
に
伴
い
、
6
月
1
日
か
ら
3
0

日
ま
で
の
予
定
で
ト
レ
丁
ニ
ン
グ

室
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
年
問
券
を
ご
希
望
さ
れ

る
方
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ま
で
の

間
、
3
か
月
券
ま
た
は
6
か
月
券

を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
後
日
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館

（
費
52
1
4
3
7
7
）
へ
。
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圏
む
し
歯
の
治
療
を
受
け
た
い
の

　
　
　
で
す
が
、
妊
娠
中
で
も
大
丈
夫
な

の
で
し
ょ
う
か
。

圏
体
の
状
態
が
安
定
し
て
い
る
と

　
　
　
い
わ
れ
る
、
妊
娠
中
期
に
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
妊
娠
期
間

を
通
じ
て
歯
の
治
療
は
可
能
で
す
。

　
X
線
撮
影
が
体
に
与
え
る
影
響
は
少
な

い
で
す
し
、
防
御
す
る
器
具
も
あ
り
ま
す
。

局
所
に
使
用
す
る
薬
剤
も
、
ほ
と
ん
ど
が

安
全
な
薬
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
内
服
薬

も
一
部
を
除
け
ば
安
心
し
て
使
用
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
か
か
り
つ
け
の
歯
医
者
さ

ん
に
は
、
妊
娠
中
で
あ
る
こ
と
を
話
し
て

く
だ
さ
い
。

　
妊
娠
中
で
体
の
状
態
が
よ
く
な
い
と
き

は
、
治
療
で
き
る
範
囲
に
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
妊
娠
す
る
前
に
、

あ
ら
か
じ
め
歯
の
治
療
を
す
ま
せ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
必
要
以
上
に
心
配
し
た
り
ビ
ク
ビ
ク
す

る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
お
な
か
の
赤
ち
ゃ

ん
に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
か
か

り
つ
け
の
歯
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
歯
が
は
え
て
き
た
ば
か
り
の
赤

　
　
　
ち
ゃ
ん
で
、
歯
の
健
康
で
気
を
つ

け
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
　
　
歯
が
は
え
て
き
た
ば
か
り
の
赤

　
　
　
ち
ゃ
ん
は
、
ま
だ
授
乳
し
て
い
ま

す
。
そ
の
時
期
に
、
必
要
以
上
に
甘
い
も

の
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
だ

ら
だ
ら
と
授
乳
し
て
い
る
と
乳
歯
の
む
し

歯
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
規
則
正
し
く
授

乳
し
、
哺
乳
ビ
ン
で
甘
い
飲
み
物
を
あ
げ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
離
乳
食
の
場
合
で
も
、
規
則
正
し
い
食

習
慣
を
つ
け
て
、
だ
ら
だ
ら
と
食
べ
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
だ
ら
だ
ら
飲
み
」
や
「
だ
ら
だ
ら
食

い
」
は
、
乳
歯
の
む
し
歯
の
一
番
の
原
因

で
す
。

　
そ
し
て
、
授
乳
後
は
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い

を
し
て
、
歯
ブ
ラ
シ
を
お
も
ち
ゃ
が
わ
り

に
持
た
せ
て
く
だ
さ
い
。
歯
ブ
ラ
シ
に
贋

れ
る
こ
と
で
早
い
時
期
に
一
人
で
み
が
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
歯
ブ
ラ
シ
に
対

す
る
恐
怖
感
が
や
わ
ら
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
し
か
し
、
一
人
で
み
が
け
る
よ
う
に
な

っ
て
も
、
お
母
さ
ん
が
仕
上
げ
に
み
が
い

　　て
　　あ
　　げ
　　て
　　く
　　だ
　　さ
　　しき

鐘
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甲2月の休日救急医

1日（日）

川西町診療所　（川西町）暦68－2034

上村病院（中里村）暦63－2111
8日（日）

大熊内科医院（山本町1）盈52－7066

11日㈱　建国記念日

山口医院（袋町中）暦52－2174
15日（日〉

第二藤巻医院（川西町）暦68－2018

22日（日）

田中外科医院（田中町本通り）姪52－2403

津南病院（津南町）姪65－3161

むし歯のないよい歯の子
　12月の3歳児健診を受けた子29人

者
雄
之
夫
紀
雄
　
と
人
之
之
夫
和
行

護
　
　
　
　
　
　
宏
　
　
　
　
　
　
　
浩

保
幸
貴
和
美
光
　
醐
岳
裕
信
和
正
隆
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子
太
穂
美
，
鞭
介
子
浩
薫
栞
気
意
介
・
結

の
健
里
育
し
史
狗
之
菜
高
　
　
元
纏
奏
洋
み
美

歯
よ
勇
融
享
香

凝
崎
山
山
田
淵
落
鳥
田
岸
野
塚
木

　
福
柳
丸
村
戸
大
水
羽
岩
峰
庭
飯
鈴

2月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児
3歳児健診
騰響児〕

18日

㈱

午後1時10分

　～1時45分
6年8月
生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診
19日

㈱

午後1時10分

　～1時45分
8年8月
生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

25日

㈱

午後1時10分

　～1時30分

9年10月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
17日
（幻

午前9時30分

～10時15分

7年8月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

24日
（殉

9年4月
生まれの乳児

麟講鯛

3月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児〕

4日

休）

午後1時10分

　～1時45分
6年9月
生まれの幼児

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞
　腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成6年9月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。3月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、2月15
　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課健康増進係ま
で連絡してください。

2月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 2・9・16・23日㈲ 午前9時～11時30分
新座コミュニティーセンター

10日（幻

午前9時～11時30分
大井田コミュニテ春セン外 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北　和　会　館 午後1時30分～4時
就業改善センター

19日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午後2時～4時
羽　根　川　荘

20日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平　　成　　園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

27日㈹

午前9時～11時30分
北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田’公民館 午後1時30分～4時
※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を／
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ＝健康福祉課健康増進係

2月の献血車
◆全血献血　22日（日）（終日）十日町市役所

＊受付時間は午前10時～正午、午後1時～3時

◆成分献血　4日㈱（終日）十日町市役所
＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に

　申し込んでください。所要時間は約60分です。

7プ　平成10年1月25日号
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　コモ湖岸のグリアン汰市は、大勢の有名人たちが休暇を

過ごしたいとあこがれていた古くからの高級リゾート地で

す。イタリア国内に理想的な休暇用の住まい兼執務室を探

していたドイツ連邦共和国（旧西ドイツ）のアデナウアー

首相（1876～1967）は、同市のビッラ・ラ・コッリーナと

いう別荘を20年間以上も利用しましたq実は、首相は初め

コモ市辺りの別荘を気に入り、借りることを希望しました

が持ち主に断られ、コモ市より北へ進み、ここグリアンテ

市に決めた経過があります。

　アデナウアー、デ・ガスペリ（イタリア）、シューマン（フ

ランス）の3首相によるヨーロッパ統一についての話し合

いも、この別荘で行われました。アデナウアー首相の思い

出や、当時の政治家による歴史的な会談ゆえに、1977年に

はアデナウアー財団（ドイツ財団）の本部、および国際会

議場になりました。

　別荘は広大な美しい公園内にあり、一番高い地点にある

小さな教会に立つと、コモ湖の特徴的な「人」の字形の交

差部がはっきりと見えます。湖の一方はコモ市の向かい側

のレッコ市にのび、一方は庭園や別荘、岬を通ってコモ市

に向かいます。

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。
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子供祭りで餅つき大会

水沢小学校

溺．22

覆

灘

欝

毒

麹
帖

縢

　　　　　1年間で一番子供たちが楽しみにしてい

　　　　る学校行事といえば…水沢小学校では子供

　　　　祭りです。11月15日、今年度初めて、その

　　　　子供祭りに新たな楽しみが登場しました。

　　　　それは、自分たちで収穫した餅米を使って

　　　　の餅つき大会です。

　　　　　今年度、水沢小学校では地域総合活動と

　　　　して、地域を教材にしたり、地域の人々と

　　　　1、2、3年生はさつまいも作り、4年生

　　　　は南雲等の地域探険、5年生は米作り、6

　　・　’年生は妻有荘や保育園のボランティア訪問

　　　＿の活動を行いました。餅つき大会はその集

　　鍵　　畑や田んぽを貸してくださった方や作業

　　　　を手伝ってくださった方、妻有荘のおじい

　　　　ちゃんやおばあちゃん、保育園の子供たち

　　　　をお招きしてのにぎやかで楽しい餅つき大
　　　　灘難会は大好評のうちに終わり、「来年またね！」
　ロぱ灘　　　　という声があちこちで聞かれました。

覆　鵠　”交流したりする学習活動を行っています。

琶　　　大成でもあります。

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
　
編
・
集
・
室

　
こ
の
時
期
、
全
国
の
小
学
生
か
ら
雪
国
の

く
ら
し
に
つ
い
て
の
質
問
が
連
日
寄
せ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
各
地
の
小
学
4
年
生
が
社
会

科
の
「
寒
い
地
方
の
く
ら
し
」
と
い
う
授
業

で
十
日
町
市
を
学
習
し
、
ク
ラ
ス
や
個
人
で

分
か
ら
な
い
点
を
し
た
た
め
て
く
る
も
の
で

す
。
最
近
で
は
電
子
メ
ー
ル
で
質
問
を
寄
せ

て
く
る
小
学
生
も
数
多
く
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
は
何
か
と
邪
魔
な

雪
で
す
が
、
白
銀
の
十
日
町
は
全
国
や
世
界

に
誇
れ
る
財
産
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
現
在

市
役
所
で
は
、
有
志
が
集
ま
っ
て
十
日
町
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
訂
に
着
手
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
雪
に
つ
い
て
も
「
雪
国
と
お

か
ま
ち
紀
行
」
と
い
う
ぺ
ー
ジ
を
設
け
、
質

問
受
付
、
よ
く
あ
る
質
問
と
回
答
の
掲
示
、

画
像
・
音
声
・
動
画
を
交
え
た
雪
国
の
く
ら

し
紹
介
、
雪
国
写
真
館
な
ど
を
構
想
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
雪

国
の
写
真
等
の
素
材
を
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
さ
が
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
④

十目町市民の願い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の木

市の花

72




